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濡 れ た 岩 石 上 に 生 活 す る 昆 蟲

高　　橋　　良　　一

　　臺北附近 の 山 に は 、岩石が 筌 中 に 露出 し 、 その 表面 が 急流或 は瀧の 飛沫を

受けて ・或は地 下水 の 浸出嘩 め va
、 常 に甚だ鰍 水 の 居 に よつ 轍 はれ て居

る處が數箇所 あ る 。 私 は此の 如 き濡 れた岩石の 上 に生活する昆蟲 の 甚だ簡略 な

觀察 を行 つ た の で 、その 結果 を報告 し よ う 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ン ナ ン 　　
’

　　私の 主と して 訪問 した岩石は砂岩 で
、 壷北州 、 新店 の 東方 、 ウ ラ イ行 きの

手押臺車線路 に 滑 つ て 、此 に 面 して 存 し 、 臺車 の 隧道 の 北端 に連 つ て 居 る 。 附

近 に は低 い 山が蓮 り 、 雑木林が 多 い
。 そ の 岩石の 地上 に露出 した面 は地 面に殆

ん ど直角 をな して 居 る が 、 そ の 岩面 に は 多數 の 小突 入が ある 。 岩石 の 高さは約

2 メ ートル
、 幅約 10 メ ー トル あつ て

、 岩石 の 上 方 に は約 1 メ ートル の 厚 さ に土

が 存 し、多數 の 植物、殊に 禾 本科 の 草が 密 に茂つ て 居 る 。 無色無臭の 地 下水 は、

その 土 と岩石 と の 間 、 或 は岩石の 裂 目よ り浸出 して
、 岩石 の 表 面 を周年濡 して

’
居 る 。 その 水量は少 く、 流れ は殆 ん ど見 られなv ・程 で あ る が 、 小 部分に て は 甚

薄い 暦 をな した 水の 靜 な流れ が 見 られ る
。 又岩角 よ b は水滴が落下 して 居 る 。

岩 の 突出 した小 部 分は夏 に は 乾 くこ とが ある が
、 他あ部分 は常 に濡れ 、そ の 表

面 の 大部分 に は 少量の 泥 ：ヒが 附着 して居 る
。 叉植物の 破片 、 藻及び苔等が 多數

附着 し、種 々 な る雜草 （シ ダ類 、ノ ゲ シ
、 禾本科等）が點 々 と生 じて 居 る 。 日

光 の 直射を受ける こ とは少 く、 夏季 晴天 の 時に は 主 と して 樹木の 聞 を漏れ る光

を點 々 ξ受ける の み で ある。　　　　　　　　　　　　。

　　此岩石 齢 よ り約 ユo 年前 に
、 前記線路 の 建設 の 時 に 、 丘 を切 嫻 v ・ て 、地

上 に 露出 された もの で あるが 、 その 後 人工 は加 へ られない
。 岩石 の 前 を、ウ ラ

　 　 シ ン テ ン
イ 、 新 店間 の臺車が時 々 通過す るの で

、 その 震動 を受ける で あ らうが 、 多數の

昆蟲 がそ の 岩石 に生活 して 居 る の を見 る と 、 此の如 き震動 は此の 如 き昆蟲の 生

活 に は障害 はなV 、樣 忙 思 はれ る o

　　私 は 1932 年 ユ0 月 よ り、殆 ん ど各 月 1 回以上 づ S 此岩石 を訪問 した。 岩石

上 の フk温及 as岩石 よ P約 ÷ メ ー トル 離れた處の 氣温は次 の如 くで 、水温 は Whza
よ りは常に低 い

。 （温度 は全て 攝氏）。 　　・
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　　　　　　　新店の 濡れた岩 石 e
’
一部

に就て 敢示 された江崎悌三激授 に謝意 を表 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 シ ン テ ン
　　今読明 した新店の 岩石 の 上 に は 次 の 如 き多數の昆蟲が 見 られ る

。

　　濡れた岩石 の 昆蟲相

は 、
ヨ ー ロ ッ パ に て は

Thienemann 氏等 に よつ

て 研 究 せ られ 、 同 氏 は清

水 の 薄い居 に よつ て 被 は

れた岩石の 動物相の 特異

性 を認、め て 、此 を Fauna

hygropetrica　と稱 した 。

日本及 び その 他の 束洋諸

國 に て は 、濡れた岩石 に

生 活 す る毘 蟲は 斷片 的 に

記 録 され て は
・
居 る が

、

Faunn 　h）
・gropetrica の 研

究 は 全 くな
・
い 樣 に 思 はれ

る o

　　 多大な る敏示 を與へ

られ 、 文獻を貸與 された

上 野釜三博士 に深 く御禮

中上 る o 又 ミ ヅギ バ カ メ

ム シ の 1種 Saldula　 sp ．
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　　 （C °ll・mb ・1・） 赤色扁物 トビ ・ シ の ・鰍 P。d・ ridae）の 懸 及 esza蟲力ご

常硯 られ ・が 沙 い
・ 臆 瞳 螂 群集 し・ 居 ・ ・ と・呶 湛 不鞭 囀 　

一

止 しで ゐ る ・ 緬 上 捗 む ・ とは殆ん ど出勅 い ． 又 數種 の ツ ハ ・ 。 噸
（Epto 皿 〕Dbryidae ）が 周年見 られ るが 、 多 くな V・

。

　　（°「’h°ptera ） ・ゲ ・ シ ・ “ 7　fi　Aecznth・・… 卿 ・珈 ・D・ H 。。。 堪 舗 で 、
周槻 ら焔 ・ 岩石上 に 紐 し・殆 ん ど飆 す る ・ とな く、 そ の 撒 薩 離

’L

少 し く歩む の み で 溶 易に 跳 ぱ ない
。 幼蟲 も生活 して居 6 ・tl・少 い

．
。 シ ． ・ ツ タ

Ac ”ydium　」

’
a・・mbum 　B ・蹴 ・ 覘 られる th・

，
　 F ゲ ・ シ パ ツ タ よ bは ・2・、。

。

　　（E・heme 「’da） 鵬 は全 く發見 ＊n な い が 、 少數の 購 慨 曙 石上 噂
止 して 居 る の が觀察された （2 月及 び 5 月）。

　　
（Hem ’pte ・a ） ミ ヅ ・ ・　

’
・ シ M … vel ・n ・r・・n・at・・　 K ・RK ・mY が周年生活 し、

8 肛 鰍 に 多鞭 見 attた ・ 鵬 も生 活 して 居 るの で
、 雌 石 跿 住 して 居

る こ とは疑 ひ lt・V・
・ 全 て ma 形で

・ 岩石 上 を歩行 す る カ・、濁 は 遲 く、 池や

沼 の 水 面 に 於 け る が 如 く敏活 で は ない
。

　　
ミ ヅ ギ ハ … シ ‘・5・勸 融 ・p，の 拠 の 薦 及 び蝋 の 幼蟲覡 ら

れた （11 月『
・肌 岩石 ・tk 歩行 す る th・’、 不礫 で 溶 易嘯 へ られ る 。

　　
力 舵 ゜ ア メ 濠 ウ の ・種 M ・crovelia ・P・の 有翅鷓 ・匹 が見 られた朋 ）。

　　購 の 牛翅類 瞳 て
・ 普齠 や 池 の 版 は水 hva生胤 て麟 が 、 激 た

岩砒 に 牲 活す る ・ と掬 る ・ と が 蹠 る ． 叉塒 の 膿 馳 や 沼で 瞰 活
で あeが ・ 岩石上 で は不 髏 で あ る ・ とは興味 あ る こ とで ある。

　　
（T 「’ch ・pt・・ a ） ケ ・ ピ ケ ・ の ・種 （・・・… Et・m ・t・d・，）の 縫 が周親 られ、

ve多v ’が
・

sn ・・は 少か つ た ・ 主 とし て 泥土 の 黼 しな噺 分 に 生 活 レ 頭 を

筋 離 向けて 靜止 して 居 る・ 幼蟲 雌 卿 に關は らす誠 蹴 、 服 ぴ、月

略 晒 見 られ敏 過 ぎなか つ た ． 此種 は醐 の 低地 曙 通 で 瀧 の 附近 の 濡
れた 岩石 上 に も生活 して 居 る 。

　　
ヒ メ ト ビ ケ ラ の 1種 （Hydropbilidae）の幼蟲は殆ん ど周年見られ 、2 月及 び

？肛 は殊 夥 數觀察され た・ 疉 の 嚇 は 2 月初廟 齢 岩石上 捗 み廻 つ

て 歇 ・ ・幼蟲 畷 褐働 ・ 鮃 で 沖 央 の 少 しく融 つ 罎 の 嘔 生活 し記
土 の 殆ん ど附着 しな瞞 分 疇 止 して 居 る ． 雌 の 昆蟲は糶 よ 賊 從來 唯
1種タ イ ・ ・ ヒ ・ ・ ピ ケ ・ 嚇 噛 伽 ・・副 WAT 。 蜘 られ 、 驪 。 繝 の
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急流め中に生活 し 、 ．新店の 岩石上の 種 とは 異る 。　　　　
’
　　　

・

ク ダ ト ビ ケ ラ の 1種 （Psychomiidae）の 幼蟲は 、泥土 で 細長〉・不 規則 な巣を作

』
つ て 生活 し 、

9 月 Vziは 多數觀察された 。

　　（Coleoptera）　ヒ メ ヤ ツ ボ シ ハ ン メ ウ OiCindela　p認蜘 BATES は附近 に 普

慂 で ある が 、 その 成蟲 は濡れ た岩石 に來て靜止す る こ とが 少 くな く 、
5 月及び

7 月數匹 の 成蟲 を觀察 した 。 此岩石上 で は割 合 に 不活撥で
、

ピ ン セ ツ トで 捕 へ

る こ とが 出來た 。

　　 メ ダ カ ハ ネカ ク シ の 1 種　Stenus　sp ．の 成蟲數匹 が發見 された （12 月）。

Stenusは普通沼や 池の 岸 に 生 活 し、 水上 を甚敏速 に 運 動す る が 、 岩石上 で は歩

．行す る の み で ある 。

　　 コ ガ シ ラ ミ ヅ ム シ の 1種 Haliplus　sp ．の 幼蟲少數が岩石上 に靜止 す る の が

觀察きれた （3 月）が 、 成蟲 は發 見され ない
。 幼蟲 は甚不 活癈で

、 捕 へ て も全 く

動 くこ とな・く、 その 形態は Ealiplus　oo頭 傭 STEPH．（B6vrNG 及び CR 五IGH 凪 D

に よ る ）に極 め て 近 似で 、體は細ftv・突出物を缺 き、肢 は短 く、 水 を押す細毛

を有せ す、體長約 8．5 ミ リメ ー 5 ル あ る
。

　　 ガ ム シ の 1 種 （ilclonotum　sp ．の 成蟲 は周年甚 多 く、 苔或は泥 の 上 或 は中 に

靜止 し 、
叉 流水 の 中に も薄止 し て居 る 。 そ の 體 に 觸 る時 は 、少 し く歩むの みで

甚不 活撥で あ る 。

「 キ ーキ ー
」 と 云 ふ 弱 V ・昔を發する 。

3 月初 に 交尾す る もの が

見 られ 、 幼蟲 は 8 月及び 9 月 に槻察 されたが 、 恐 くは周年居 る もの と思 は
’
れ る 。

此 ガ ム シ の 成蟲は 游泳力を歓き 、 深 い 水 に 入 れ る時 は 、 體は 全 く水 中に 入 る が 、

體脊を水面 に接 して 淨ん で 居 る の み で 、前進す る こ と及 び水面 を離れ て運動す

る こ とは出來なV ・
。 肢は 短 く、オ（を泳 ぐに適 す る 毛 を全 く缺 い て 居 る 。 體の 腹

面 に室氣 を附着 して
、 頭 と前胸 と の 間の 一端 を水面上 に 出 して s 薪しV ・室氣を

取 b入れ る こ とは 、 他の 水棲の ガ ム シ 類 と同樣 で ある 。 成蟲の 體脊は圓 く膨大

して居 る の で 、 岩石 上 で は體脊は水 の 薄V ・層 よ りも高 く突出 して 居 るが 、體 の

表面は常に 濡れて 居 る 。

　　 此岩石 に は、此 ガ ム シ の 他 に
、

一贋微小な 3 種の ガ ム シ が生活 し、その 成

蟲 は 周年甚多 く、 そ の 暫性は Clltalonetum　sp ．と同 樣で
、 游泳力 を有 しなVb 。

　　 私の 曾 て報告 した 通 り、 沼や 池 に 生 活す る ガ ム シ類の 一部は 、 原始的な水

の 生活 を行 ひ 1水 中を自由之泳 く“こ とは出來なVbが 、水 面 の 直下 を醴脊 を水面

N 工工
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に接 して 泳ぎ 叉倒 と なつ て 水面 の 下面 を歩行 す る こ とが 出來る 。 然 る に濡れ た

岩石 に生 活する ガ ム シ 類 は、水 中で は全 く邂動力を缺を 、 此等沼や 池 の ガ ム シ

類 よ りも一暦 原始的な水 の生 清 を示 して 居 る 。

　　 （Diptera ） ア け ン ガ ガ ン ボ r姻 ・ ・葡 嬲 艢 E・W ・・M ・ の幼蟲は甚多 く

（3 月
一
朱月）、群集 して岩石上 に靜止 して 居 る。 主 と して 泥土 の 附着 した部 分 に

生 活 し、 頭 を各方向 に 向けて居 る 。 1 月初 に は その 成蟲の 交尾 す る の が 見 られ

た 。 　
’

　　此岩石 に は 、 此他 マ ヘ キ ガ ガ ン ボ 7伽脇 粥   鶴 ALEXANDER 及び 伽 ‘齢 p．

等 の 成蟲 が發 見され る 0　　　　　　　　　
1
　・

　　 テ フ パ イ の 1種 （Psychodidae） の 成 蟲 が 岩 石 に 靜止 す るの が見 ら
・
れ る

（1 月、4 月 、
10

．月）、 然 し少va
。 叉 カ マ キ リパ イ の 1種 （Ephydridae ）の 少數

の 小型な成蟲が 周 年靜止 して居た 。

　　 ア シ ナ ガ バ イ の 工種 （Dolichopodidae ） め成蟲 も周年岩右上 に 發見 され る

が 、 多 くな い 』そ の幼蟲 と患はれ る もの は苔の 下 に見 られ た 。

　　
エ ス リ カ類 （Chironomidae）の 幼蟲 は 周年普通 で 、岩石上 に 巣を作 つ て 生

活 し 、 或は泥の 中 に 發見 され 、 體の 色 は 淡 く、 赤 色を呈 しなVO
。 成蟲 も常に 見

られ る
。

　　Fauna 　hygropetricaの 重要 な要素と看做 され る ミ ヅ ア ブ類 （Stratiornyi’dae）

は此岩石 で は觀察されなか つ た o

　　以 上 列記 した昆蟲 の 他 va　L少數の ダ 昌 類 、ク モ （Theridium ）、 プ ラ ナ リ ヤ

及 び V メ fi　＝シ が 生活 して 居 る 。

　　今読明 した通 り、此 岩石 に は 多數 の 水 棲及び牛水 棲昆蟲が 生活 し 、 そ の 中

ト ビ ケ ラ 類 、ガ ム シ 類 及び 双 翅類が最 繁榮 を示 して 居 る 。 叉 カ ゲ ロ ウ類 の 成蟲

及び ヒ メ ヤ ツ ボ シ ハ ン メ ウ czacin（lela　psiliccG　B ，！TEs 等の如 き臨時の 來訪者が 見

られ る。

　　此等の 昆蟲の 中で ， 明 に Thienemann の euhy 窪ropetrische 　Tiere と思は れ

る もの は ・ 外 ピ ケ ラ の 腫 と ・ 」
・　 F ピ ケ ラ の ・種 と に 過 ぎない

。

　　此岩石上 に は 、 ト ビ ム シ 類 、 ヒ シ パ ツ タ類 、
ミ ヅ カ メ ム yj 畆 砌 8伽 o ？脇 レ

t・ltS・KmKAr ［DY
・

ミ ヅギ バ カ メ ム シ の 1 種 卵 畝 ・p．， メ ダ 加 ・ ネ カ ク シ の 1種

Stenus
　sp ： 及 び ガ ム シ 類の 如 ぎ多數の 宇水棲昆蟲 を産 し、 そ の 昆蟲相 を、池或
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　　　　　　　　　高橋良」 ； 濡 れ た 岩 石 上 に 生 活 す る昆蟲　　　　　　　　　夢

は沼 の 水 上 叉 は岸め昆蟲相 に甚類似せ しめ て 居 る 。 然 しア メ ン ボ ウ類 、Gerridae，

イ トカ バ グモ 類 Hydrometridae の 如 き重要な 宇 水棲昆蟲の 全 く産 しなV こ と 、　 i

及び カ タ ピ ロ ア メ ン ボ ウ VeLiid叩 の 殆 ん ど全 く早られな い こ とは、沼や 池の

¢ 水 棲昆 蟲相 とは全 く異 つ て居 る 。
叉 ト ン ボ類 、

カ ゲ ・ ウ 類 及び カ ハ ゲ ラ類の

幼蟲 の 全 く産 しない こ と 、 游泳力を有す る昆蟲 の 全 く舐除す る こ と翠び體の 小

形 の 種類 の 多V ・こ とは濡れた岩石 の 昆蟲相 を甚特色あ ら しめて 居る 。

　　濡れた 岩石 上 に 見 られ る昆蟲 は
、

一般 に 不 活廢 で 、游 泳は全 く行はれすζ

靜止 す る こ とが 多 く 、 そ の 昆蟲界は甚靜寂で あ る。 池や 沼 に 於 ける が 如 き活動

酌な昆 蟲生活は岩石上 で は見 られ な V ・
。

ト ピ ケ ラ類の 幼蟲及び ユ ス il・力類の 幼

蟲は 、 水 中 よ り酸素 を取 る が 、 他 の 大部分の 昆蟲は氣門 に よつ 丁室氣 を呼吸 す

る 。 儒れた 岩石上 で は 、 水が 甚薄 い た め に 、 ガ ム シ の 1種 Cyelof｝otu ” i　sp ．及 び

ア リ サ ン ガ ガ ン ポ 物 ぬ 禰 跏 ・醜 E ・w ・ … s の 幼蟲の 如 きは ・ 體脊は常 に 水

面 よ りも高 く空 中に出て 居 る程 で ある。 從 て 濡れた 岩石 で は 、筌氣 を呼吸 する

昆蟲 も、新 しい 室氣を取るた め に
、 運動 して 水 面 に 逹す る 必要 は全 くな V ・

。 沼

や 池の 水の昆 蟲の 活動的 な
一因は 、 新 しい 室 氣を取 るた め に 、 水面 に逹す る蓮

動 の繰 り返 され る に存す るが 、 岩石上 の 水の 昆蟲 で は 、
そ の 必 要 の 存 しなV ・ こ

とは 、 その 静寂の 一因で あ らう。 叉 食物 の 關係及び水濫の 低 い こ と等 も、此等

の 昆蟲 を靜止 的た ら し め る と思はれ る 。

「靜寂 」 は濡れた岩石 の 昆蟲界 の 注目

す べ き特 色で ある と云 は祖ばな らぬ 。

　　　　　　　　　　　　　引　 用　 文　 獻

B ・tiviNG， ム A ．　an “ CRA・GHEAD ，　F．　C，1931・Larvae ・f　C ・1e・pteTa・

高橋良一　ユ922．ガ ム シ 類 の 觀 察 及 び水 悽 昆 蟲 の 生 態 に 關す る概論 0 動物學 雜誌 xxxiv
，

　　 PP．691− 700・
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，
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　　 Fauna 　hygropetrica．　AmL 　Biol．　Lucstre，　IV ，　pp ．δ3− 87、
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